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熊
野
　
康
惠
さ
ん
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日
本
国
際
連
合
協
会
功
労
者
会
長

表
彰

　
今
年
度
、
全
国
で
８
人
が

選
ば
れ
た
「
日
本
国
際
連
合

協
会
会
長
表
彰
」
を
受
賞
。

現
在
、
副
本
部
長
を
務
め
る

日
本
国
際
連
合
協
会
県
本
部

の
活
動
に
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
山
口
の
会
員
と
し
て

事
業
協
力
す
る
な
ど
長
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
。

　
８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
授
賞
式
で
は
、
同
協
会
会

長
で
裏
千
家
大
宗
匠
の
千
玄

室
氏
か
ら
表
彰
状
を
受
け
、

「
思
い
が
け
ず
こ
の
よ
う
な

か
た
ち
で
評
価
さ
れ
て
う
れ

し
く
思
う
。
受
賞
を
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
世
界
の
人

々
と
交
流
を
深
め
、
多
く
の

人
々
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る

よ
う
努
力
を
続
け
た
い
」。

　
同
協
会
県
本
部
理
事
は
、

在
職
10
年
。
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
山
口
の
会
員
は
、
在

籍
26
年
で
、
今
期
３
度
目
の

会
長
に
就
任
し
た
。
３
年
前

ま
で
大
学
で
英
語
と
日
本
文

化
を
教
え
る
な
ど
、
諸
活

動
・
業
務
を
通
し
て
国
際
理

解
と
協
力
に
努
め
て
い
る
。

　
長
男
の
英
生
さ
ん
は
、
第

一
生
命
経
済
研
究
所
の
首
席

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
。

品川台場跡にたたずむ（東京都港区）

今
年
は
大
村
益
次
郎
遭
難
か
ら
150
年
○

　「
七
字
（
時
）
品
川
沖
に

著
舶
す
。
一
漁
舟
を
雇
ひ
品

川
橋
向
の
海
岸
に
着
す
。
松

岡
屋
に
至
り
食
事
を
認
む
。

（
中
略
）
十
一
字
頃
、
品
川

を
出
、
西
城
御
本
営
に
至

る
。
逢
大
村
與
大
木
と
共
東

着
之
儀
を
條
公
（
三
条
実

美
）
之
御
次
へ
相
届
、
大
木

は
去
て
藩
邸
に
至
る
。
與
大

村
四
月
来
之
内
外
之
を
談

す
」

　「
朝
、
大
久
保
、
大
村
、

大
木
、
諸
氏
と
我
居
に
相
会

し
此
度
之
要
件
を
密
儀
す
」

　「
朝
大
雨
、
此
日
、
大
久

大村
益次郎

（
11
日
付
・
松
前
了
嗣
さ
ん
寄
稿
の
続
き
）

江
戸
行
幸
準
備

　
６
月
４
日
、
益
次
郎
は
、

従
四
位
下
に
叙
さ
れ
、
鎮
台

府
民
政
会
計
掛
と
な
り
、
江

藤
新
平
と
と
も
に
、
治
安
強

化
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
５
月
19

日
、
江
戸
に
は
鎮
台
が
置
か

れ
、
そ
の
管
下
に
は
、
寺

社
・
市
政
・
民
政
等
の
裁
判

所
が
設
け
ら
れ
た
。

　
彰
義
隊
を
敗
走
さ
せ
た
こ

と
に
よ
り
、
江
戸
や
関
東
周

辺
の
地
域
は
、
新
政
府
の
支

配
下
と
な
っ
た
が
、
民
心
は

安
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
木
戸
孝
允
は
、
江

戸
に
天
皇
を
迎
え
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
民
心
を
引
き

付
け
よ
う
と
考
え
た
。

　
以
下
、
６
月
25
・
27
・
28

日
の
孝
允
の
日
記
で
あ
る
。

保
、
大
村
、
大
木
、
諸
氏
と

江
戸
府
官
舎
之
躰
裁
よ
り
し

て
関
八
州
の
鎮
台
位
置
を
論

じ
、
條
公
に
言
上
し

｜

」

　
こ
こ
に
も
、
新
政
府
の
中

枢
に
位
置
す
る
益
次
郎
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
続
く
。次
回
は
25
日
付
に
掲
載
し
ま
す
）

県
立
美
術
館
学
芸
参
与

　
　
　
　
　
斎
藤
　
郁
夫

サ
ン
デ
ー
美
術
館
257

の
章
が
始
ま
る
。

紀
元
前
４
世
紀
の

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
大
王
の
事
蹟

を
、
17
世
紀
の
イ

タ
リ
ア
の
画
家
が
描

い
た
も
の
だ
。

　
２
千
年
も
前
の
出

来
事
を
生
き
生
き
と

蘇
ら
せ
て
表
現
す
る

た
め
に
、
画
家
は
ふ

た
つ
の
方
法
を
用
い

て
い
る
。
ひ
と
つ
は

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
画
面
に

登
場
す
る
人
物
の
視
線
で
あ

る
。
右
下
の
少
年
と
左
端
に

男
性
は
、
鑑
賞
者
で
あ
る
私

た
ち
を
見
つ
め
て
い
る
。
前

者
は
微
笑
み
か
け
、
後
者
は

右
手
で
サ
イ
ン
を
送
っ
て
い

る
。
こ
の
二
人
は
明
ら
か
に

私
た
ち
を
意
識
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
視
線
を
描
き
込

む
こ
と
で
、
そ
れ
と
目
を
合

わ
せ
る
鑑
賞
者
自
身
を
、
画

中
の
人
物
と
同
じ
よ
う
に
歴

史
的
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い

る
当
事
者
の
よ
う
な
気
分
に

さ
せ
る
の
で
あ
る
。

克
明
な
写
実
的
描
写
。
甲
冑

や
王
冠
の
金
属
質
、
衣
服
の

柔
ら
か
さ
、
顔
面
や
首
筋
の

皺
な
ど
の
質
感
を
リ
ア
ル
に

描
き
分
け
て
い
る
。

　
東
京
富
士
美
術
館
所
蔵
の

珠
玉
の
作
品
83
点
を
５
章
に

分
け
て
紹
介
し
て
い
る
。
会

場
を
入
る
と
す
ぐ
、
こ
の
絵

と
と
も
に
「
歴
史
と
神
話
」

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
　

 

美
の
400
年
」展

ベルナルド・ストロッツィ
アブドロミノに奪われた王位を返還

するアレキサンドロス大王
1615-17年



2019年（令和元年）９月１８日㈬　２サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

裂
く

い
青
色
や
緑
色
が
織
り
成
す
体
。
き
ら
き
ら

と
光
っ
て
い
る
。
賢
そ
う
な
黒
い
目
玉
。
つ

ん
と
反
っ
た
尻
尾
。

　
ポ
ン
と
背
中
を
叩
か
れ
、
振
り
向
く
と
Ｔ

さ
ん
が
立
っ
て
い
た
。「
鯵
ね
、
煮
付
け
に

し
て
も
お
い
し
い
よ
」
と
言
っ
た
。
時
々
酢

漬
け
に
は
す
る
け
れ
ど
、
そ
う
い
え
ば
長
く

煮
付
け
に
は
し
て
い
な
い
。「
あ
り
が
と

う
、
煮
付
け
に
す
る
わ
」

　
六
匹
が
籠
に
盛
り
付
け
て
あ
っ
た
の
で
そ

れ
を
買
っ
た
。
早
速
切
れ
味
の
鈍
か
っ
た
包

丁
を
砥
石
で
研
い
で
ゼ
イ
ゴ
を
取
り
、
腹
を

裂
い
た
。
腹
に
包
丁
を
当
て
る
と
、
瑞
々
し

　
き
れ
い
な
鯵
だ
な
あ
、
と
魚

屋
さ
ん
の
前
で
見
と
れ
て
い

た
。
体
長
十
五
㌢
く
ら
い
の
薄

い
弾
力
の
あ
る
そ
れ
は
最
初
、
切
っ
先
を

払
っ
た
。
あ
ら
、
私
は
力
を
入
れ
て
角
度

を
選
ん
で
刃
を
刺
し
開
い
た
。
ど
っ
と

腸
は
ら
わ
た

が
飛
び
出
し
た
。
整
然
と
詰
め
込
ま

れ
て
い
た
腸
が
ま
な
板
の
上
に
広
が
る
。

小
さ
な
ピ
ン
ク
色
の
腸
。
黒
や
赤
紫
光
線

の
加
減
で
は
黄
色
に
も
見
え
る
小
さ
な
臓

物
。
こ
れ
ら
が
生
き
て
呼
吸
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
を
し
、
こ
の
小
さ
な
美
し
い
鯵

を
広
い
海
に
泳
が
せ
て
い
た
。

　
鯵
が
黒
い
目
で
見
て
い
た
も
の
を
私
も

見
て
み
た
い
。
海
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
太
古
生
命
が
誕
生
し
た
神

秘
の
海
。
き
っ
と
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な

い
謎
が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
の
鯵
は
そ
の
秘

密
を
知
っ
て
い
そ
う
だ
。

　
Ｔ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
煮
汁
を
鍋

に
作
り
、
何
も
な
い
腹
の
鯵
を
沈
め
た
。
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９
月
24
日（
火
）

10
時
30
分
～
13
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

「
は
ぁ
も
に
ぃ
～
♪
」

（
新
山
口
駅
在
来
線
口
　
コ
ー
プ
小
郡
店
前
）

１
家
族
１
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

ときところ料金

ほ
っ
と
ひ
と
息
で
き
る
場
所
で
す

９
月
2４
日（
火
）

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

　

普
段
は
家
庭
と
仕
事
の
み
で
、

あ
ま
り
人
と
話
を
す
る
機
会
が
な

い
の
で
、
今
日
は
ゆ
っ
く
り
お
話

が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

　
　
　

テ
ン
パ
リ
ス
ト
Ｎ
さ
ん
）

　
赤
ち
ゃ
ん
・
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る
ご

家
族
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
親
子
の
出
会
い
の

場
・
ふ
れ
あ
い
の
場
。
基
本
的
に
ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
の
ん
び
り
く
つ
ろ
げ
、
自
由
に
過
ご
せ
る
空
間
を

提
供
す
る
場
で
す
。

　
参
加
予
約
は
不
要
。
い
つ
来
て
い
つ
帰
っ
て
も
Ｏ

Ｋ
。
の
ん
び
り
し
た
い
方
も
、
お
友
だ
ち
を
つ
く
り
た

い
方
も
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
10
月
22
日（
火
）開
催
予
定
で
す
♪

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
の
日
程
や
様
子
は
、
コ
ー
プ
や
ま
ぐ

ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

ひ
ろ
ば
参
加
者
の
感
想

ゆ
っ
く
り
お
話
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す

子
ど
も
も
親
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た

　

気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
子
ど
も
も
親
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

Ｋ
・
Ｏ
さ
ん
）

ひ
ろ
ば
参
加
者
の
感
想

～30日　
酒
菜
い
ち
や
な
ぎ
（
旭
通

り
２
）
と
い
ち
膳
（
神
田
町

１
）
で
、
30
日（
月
）
ま
で
創

業
50
周
年
祭
が
開
催
中
。

記
念
御
膳
で
抽
選
参
加

い
ち
や
な
ぎ
50
周
年
祭

〜
16
時
山
口
市
菜
香
亭
２
Ｆ

会
議
室
　
入
場
無
料
０
９
０

７
２
１
７
９
２
２
６
西
村

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︻
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
︼

９
月
22
日
13
時
半
〜
県
総
合

保
健
会
館
入
場
無
料
申
込
不

要
「
も
し
か
し
て
、
う
つ
？

そ
れ
っ
て
、
う
つ
？
」
山
口

大
医
学
部
附
属
病
院
精
神
科

神
経
科
講
師
山
形
弘
隆
氏
。

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

０
８
３
９
０
２
２
６
７
２

︻
催
場
︼
20
日（
金
）～
23
日

（
月
・
祝
）：
い
い
も
の
お
す

す
め
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

︻
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼
～
24

日（
火
）：
え
も
と
き
よ
ひ
こ

木
版
画
の
世
界
▽
オ
ー
ル
ド

ノ
リ
タ
ケ
の
世
界
展

︻
大
内
中
学
校
・
第
28
回
吹

奏
楽
部
定
期
演
奏
会
︼
９
月

22
日
13
時
開
場
13
時
半
開
演

山
口
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル  

無
料
・
全
席
自
由
「
大
草
原

の
歌
」「
世
界
は
あ
な
た
に

笑
い
か
け
て
い
る
」
他
。
来

︻
手
仕
事
天
花
展
︼
県
内
在

住
７
名
の
手
仕
事
作
家
の
作

品
に
よ
る
展
示
販
売
。
服
・

さ
を
り
織
り
・
一
閑
張
り
・

革
・
木
工
・
バ
ッ
グ
等
。
９

月
21
日
11
〜
17
時
、
22
日
11

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

次回は９月25日掲載

展
　
　
示

催
　
　
し

　
記
念
御
膳
を
注
文
す
る

と
、
梅
乃
屋
ペ
ア
宿
泊
券
や

い
ち
や
な
ぎ
食
事
券
な
ど
が

当
た
る
抽
選
に
参
加
で
き

る
。
ラ
ッ
キ
ー
賞
は
注
文
者

全
員
が
も
ら
え
る
。
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